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Ｏ
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

と
き
▼
８
月
26
日
㈬
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
次
回
の
教
育
委
員
会
は
、
９
月
29
日

㈫
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
教
育
総
務
課

　

市
民
と
企
業
、
行
政
な
ど
が
一
体
と

な
っ
て
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
「
桶
川
市
み
ど
り
の
基
金
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。

桶
川
花
と
緑
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
会　

様

桶
川
炭
の
会　

様

　

緑
化
に
対
す
る
善
意
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
詩
環
境
課

　

桶
川
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
任

期
満
了
に
伴
う
桶
川
市
議
会
議
員
一
般

選
挙
の
投
票
日
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

投
票
日
▼
11
月
15
日
㈰

　

告
示
日
▼
11
月
８
日
㈰

　

定
数
▼
19
人

《
開
票
（
選
挙
会
）》

　

と
き
▼
11
月
15
日
㈰
午
後
９
時

　

と
こ
ろ
▼
桶
川
小
学
校
体
育
館

　

詳
し
く
は
詩
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

と
き
▼
８
月
28
日
㈮
午
後
１
時
30
分

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
学
校
支
援
課

情報
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９
月
19
日
㈯
に
行
わ
れ
る
お
け
が
わ
市

民
花
火
大
会
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
「
花
火
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し

ま
す
！

　

活
動
内
容
▼
会
場
設
営
（
大
会
当
日
午

前
８
時
か
ら
）、
協
賛
席
の
案
内
、
後
片

付
け
（
大
会
翌
日
午
前
６
時
か
ら
）

※
会
場
設
営
は
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
張
り
、

ペ
グ
打
ち
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
後
片
付
け
は
、
会
場
や
周
辺
の
清
掃
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
は
が
し
、
ペ
グ
抜
き
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

応
募
資
格
▼
15
歳
以
上
の
人

　

募
集
人
数
▼
50
人

　

特
典
▼

①
当
日
朝
か
ら
お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
人

に
は
、
観
覧
席
（
指
定
席
）
を
用
意
し
ま

す
。

②
翌
日
朝
か
ら
お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
人

に
は
、
ス
タ
ッ
フ
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
さ
し
あ
げ

ま
す
。

③
弁
当
、
飲
み
物
な
ど
を
用
意
し
ま
す
。

　

問
合
せ
詩
お
け
が
わ
市
民
花
火
大
会
実

行
委
員
会
渉
外
部
会（
桶
川
市
商
工
会
内
）

☎
786
―
０
９
０
３

　

市
で
は
、
高
校
・
大
学
な
ど
へ
の
進
学

を
希
望
す
る
人
の
保
護
者
で
、
入
学
資
金

の
調
達
が
困
難
な
人
に
対
し
て
、
資
金
の

貸
付
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

貸
付
限
度
額
▼
（
１
万
円
を
単
位
）

・
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学

校
⇨
20
万
円

・
大
学
⇨
40
万
円

　

対
象
▼
次
の
要
件
を
満
た
す
人

・
平
成
27
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
市
内
に

居
住
す
る
人

・
連
帯
保
証
人
（
関
東
一
都
六
県
に
居
住

し
、
独
立
の
生
計
を
営
む
20
歳
以
上
の
住

民
税
完
納
者
）
が
い
る
人

　

償
還
方
法
▼
口
座
振
替
で
平
成
28
年
10

月
か
ら
40
月
割
賦
償
還
（
無
利
子
）

　

貸
付
の
適
否
▼
書
面
で
通
知
し
ま
す
。

　

申
請
期
間
▼
９
月
１
日
㈫
～
平
成
28
年

２
月
19
日
㈮
（
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
年

末
年
始
を
除
く
）

※
年
内
貸
付
を
希
望
す
る
人
は
、
10
月
30

日
㈮
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
学
が
確
定
す
る
前
に
申
請
で
き
ま

す
。

※
申
請
書
類
は
、
教
育
総
務
課
お
よ
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
教
育
総
務
課

　

11
月
15
日
㈰
は

桶
川
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

投
票
日
で
す

入
学
準
備
金
貸
付
制
度
の
ご
案
内

お
け
が
わ
市
民
花
火
大
会
２
０
１
５

「
夢
花
火　
ふ
た
た
び
」

花
火
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
‼

い
じ
め
対
策
委
員
会
公
開
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
第
８
回
定
例
会

「
桶
川
市
み
ど
り
の
基
金
」へ
の
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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受
験
資
格
▼
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

①
高
等
学
校
の
土
木
工
学
科
ま
た
は
こ
れ

に
相
当
す
る
課
程
を
修
了
し
て
卒
業
し
た

人②
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
で
、
排
水
設

備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た
は
施
工
に
関
し
、

１
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
人

③
排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た
は
施

工
に
関
し
、
２
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有

す
る
人

④
①
～
③
に
準
ず
る
人

　

試
験
日
▼
11
月
１
日
㈰

　

試
験
会
場
▼
埼
玉
工
業
大
学（
深
谷
市
）

　

受
付
期
間
▼
８
月
10
日
㈪
～
９
月
18
日

㈮
　

申
込
方
法
▼
郵
送
（
詳
細
は
受
験
案
内

を
参
照
）

　

受
験
料
▼
１
万
円

※
受
験
案
内
は
８
月
10
日
㈪
か
ら
分
庁
舎

の
下
水
道
課
で
配
布
し
ま
す
。（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

　

詳
し
く
は
詩
下
水
道
課

　国勢調査は、人口と世帯に関す
る最も基本的な統計調査です。今
から95年前の大正９年（1920年）
に第１回が行われて以来、今回で
20回を迎えます。
　平成27年国勢調査では、全国的
にオンライン調査が導入（スマー
トフォンも可）され、調査に対す
る負担軽減・利便性の向上が図ら
れています。
　10月１日に実施される国勢調査
の前に、前回（平成22年）の国勢
調査のデータをお知らせします。
「産業別15歳以上就業者数」を市
制施行の年と比較しました。

　詳しくは至企画課

産　　　業 昭和45年 
（1970年）

平成22年 
（2010年）

総　　　数※ 18,545 35,844
第１次産業
Ａ農業、林業
Ｂ漁業

2,418
2,417

1

555
553

2
第２次産業
Ｃ鉱業、採石業、砂利採取業
Ｄ建設業
Ｅ製造業

8,154
8

1,396
6,750

7,883
3

2,604
5,276

第３次産業
Ｆ電気･ガス･熱供給・水道業
Ｇ情報通信業
Ｈ運輸業、郵便業
Ｉ卸売業、小売業
M宿泊業、飲食サービス業
Ｊ金融、保険業
Ｋ不動産業、物品賃貸業
Ｌ学術研究、専門・技術サービス業
Ｎ生活関連サービス業、娯楽業
Ｏ教育、学習支援業
Ｐ医療、福祉
Ｑ複合サービス事業
Ｒサービス業（他に分類されないもの）
Ｓ公務

7,960
99

1,284

3,479

657

－
－
－

1,999
442

25,661
171

1,262
2,811
6,868
1,659
1,143

784
1,123
1,352
1,574
3,093

141
2,535
1,145

Ｔ分類不能の産業 13 1,745

（再掲 構成比％）
第 1  次 産 業
第 2  次 産 業
第 3  次 産 業

13.0
44.0
42.9

1.5
22.0
71.6

注　※印（総数）には、分類不能の産業も含む。

　
「
人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す
県
民
運
動
」

は
、
す
べ
て
の
県
民
が
お
互
い
の
人
権
を

尊
重
し
な
が
ら
共
に
生
き
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
県
・
市
町
村
は
も
ち
ろ
ん
県

民
総
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
運
動
で
す
。

「
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５

in
川
越
～
」
の
開
催

　

と
き
▼
８
月
27
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後

３
時
30
分

　

と
こ
ろ
▼
ウ
ェ
ス
タ
川
越
（
川
越
市
）

　

内
容
▼

①
菊
池
桃
子
さ
ん
（
女
優
・
戸
板
女
子
短

期
大
学
客
員
教
授
）
に
よ
る
講
演
会

②
南
古
谷
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ

る
演
奏

③
和
太
鼓
「
響
」
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

演
奏

④
人
権
作
文
表
彰
・
発
表
、
人
権
メ
ッ
セ

ー
ジ
の
発
表
ほ
か

　

費
用
▼
無
料

　

そ
の
他
▼
先
着
順
、
事
前
申
込
み
不
要
。

託
児
コ
ー
ナ
ー
あ
り
（
２
歳
か
ら
未
就
学

児
）。

　

問
合
せ
詩
県
人
権
推
進
課
☎
830
―
２
２

５
５　

今年は５年に一度の国勢調査の年です！ ③

８
月
は
「
人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す

県
民
運
動
強
化
月
間
」
で
す

　６月20日㈯、21日㈰「べに花まつり」が、川田谷の農村広場を中

心会場として開催されました。

　べに花まつりは、今年で20回を数え、今では夏の祇園祭、秋の市

民まつりと並ぶ桶川市を代表するまつりとなっています。メイン会

場の農村広場では、特産品販売や多数のステージイベントが行われ、

会場内は多くの来場者で賑わっていました。

　昨年に引き続き「べに花畑で結婚式」や空からべに花畑を眺める

「熱気球試乗会」も行われました。結婚式では、多くの人たちの祝福

を受け、幸せいっぱいな笑顔の新郎新婦を見て、私も幸せな気持ち

になりました。

　さらに、飼い主に捨てられ殺処分される前に、動物愛護団体に

保護された犬の、新しい家族を探すための譲渡会も開催されまし

た。保護されている犬のプント君とアンジュちゃんも、動物愛護と

おまつりをＰＲする「ワンダフル応援隊」として会場内を一緒に回り、

大活躍してくれました。

　前日までの大雨にも関わらず、早朝より会場作りや準備に多くの

方々にご協力していただいたおかげで、「第20回べに花まつり」が無

事に開催できたことに、心から感謝した一日でした。

桶川市長　     

　 動 報 告
市長元気通信 かつ

どう ほう こく

vol.23

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

共
通
試
験
を
行
い
ま
す

　

市
が
発
注
す
る
小
規
模
工
事
（
130
万
円

以
下
）
の
契
約
希
望
者
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。
今
回
の
受
付
は
臨
時
登
録
で
す

の
で
、
登
録
済
み
の
場
合
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

　

受
付
期
間
▼
９
月
１
日
㈫
～
10
日
㈭

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　

受
付
時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

　

受
付
場
所
▼
契
約
管
財
課

　

有
効
期
間
▼
10
月
１
日
～
平
成
29
年
３

月
31
日

　

対
象
▼
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
し
、

小
規
模
工
事
の
契
約
を
希
望
す
る
人
（
桶

川
市
建
設
工
事
競
争
入
札
参
加
資
格
者
名

簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
人
）

　

提
出
書
類
▼
提
出
要
領
を
参
照

※
提
出
要
領
は
、
契
約
管
財
課
で
配
布
し

ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
契
約
管
財
課

「
小
規
模
工
事
契
約
希
望
者
登
録
制
度
」

契
約
希
望
者
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

川田谷生涯学習センター
臨時休館について

サン・アリーナ
臨時休館について

　８月６日㈭、サン・アリーナ
は一斉清掃および施設点検のた
め、臨時休館となります。当日
は電話もつながりませんのでご
注意ください。
　詳しくは至スポーツ振興課

　８月30日㈰、川田谷
生涯学習センター（歴史
民俗資料館、川田谷公民
館、図書館川田谷分室）は、
埼玉県・桶川市総合防災
訓練のため、臨時休館と
なります。
　なお、当センター周辺
の交通規制により、午前
９時から午後１時まで、
ブックポストの利用もで
きませんので、ご注意く
ださい。

　詳しくは至歴史民俗資
料館

　

長
時
間
労
働
、
残
業
代
未
払
い
、
パ
ワ

ハ
ラ
、
突
然
解
雇
さ
れ
た
な
ど
、
職
場
の

お
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
無

料
・
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

就
業
規
則
の
見
直
し
な
ど
、
使
用
者
の

人
か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

※
弁
護
士
に
よ
る
特
別
労
働
相
談
（
面

接
・
要
予
約
）
も
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
▼
県
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
（
埼

玉
県
庁
第
２
庁
舎
）

　

相
談
・
予
約
・
問
合
せ
詩
県
労
働
相
談

セ
ン
タ
ー
☎
830
―
４
５
２
２

労
働
相
談
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

相談日 受付時間 相談員

若者労働
ほっとライン

第２・第４
　　土曜日

電話相談
10時～16時 社会保険労務士

労働相談 月～金曜日

電話相談
９時～17時 労働相談員

（県職員）来所相談
９時～16時

働く人の
メンタル
ヘルス相談

水曜日

来所相談
【要予約】
①13時30～
②15時～

産業カウンセ
ラー

※年末年始・祝日を除く。
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健
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ョ
ン

い
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ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
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い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か
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の
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ま
ち
の
話
題
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の
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市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

１
事
業
の
概
要
は
？

　　

現
在
の
要
支
援
１
・
要
支
援
２
の
人
が

利
用
す
る
介
護
予
防
給
付
の
う
ち
、
訪
問

介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）、
通
所
介
護
（
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
）
に
つ
い
て
、
今
ま
で
の
全

国
一
律
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
市
町
村
が
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
る
「
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
」
へ
と
移
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
次
予
防
事
業
（
一
般
の
人
を

対
象
）
と
二
次
予
防
事
業
（
虚
弱
な
人
を

対
象
）
の
枠
組
み
を
無
く
し
、
全
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
一
般
介
護
予
防
事
業
へ

と
移
行
し
ま
す
。

　
２
事
業
の
目
的
は
？

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
さ
ら
に
は
団
塊

の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る
平
成
37
年
を

見
据
え
、
多
様
な
生
活
支
援
の
ニ
ー
ズ
を

地
域
と
と
も
に
支
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

～
介
護
を
必
要
と
し
な
い
暮
ら
し
を
お

く
る
た
め
に
、
積
極
的
な
介
護
予
防
の
取

組
み
を
推
進
し
ま
す
～

３
事
業
の
対
象
者
は
？　
　
　
　
　

　

65
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
を
対
象
と

し
た
事
業
で
す
。
介
護
保
険
の
認
定
を
受

け
て
い
な
く
て
も
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活

に
合
っ
た
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

を
検
討
中
で
す
。
ま
た
、
従
来
の
介
護
予

防
事
業
を
充
実
さ
せ
、
生
き
が
い
づ
く
り
、

役
割
づ
く
り
を
大
切
に
、
自
助
、
互
助
、

共
助
、
公
助
の
仕
組
み
づ
く
り
を
拡
げ
て

い
き
ま
す
。

４
新
し
い
地
域
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
域
で
支
え
合

う
体
制
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
、
医
療
関
係
者
、
福
祉
関
係
者

な
ど
、
様
々
な
立
場
の
人
と
話
し
な
が
ら
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
の

構
築
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
高
齢
者
の

皆
さ
ん
が
参
加
で
き
る
介
護
予
防
活
動
、

自
主
的
な
取
組
み
を
応
援
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
ご
み
量
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す

詳
し
く
は
詩
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

　

平
成
26
年
度
に
市
内
か
ら
排
出
さ
れ

た
ご
み
の
量
の
合
計
は
２
２
，
１
０
２

ト
ン
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
191
ト
ン

増
加
し
ま
し
た
。

　

ご
み
減
量
の
た
め
に
一
番
大
切
な
こ

と
は
「
ご
み
を
出
さ
な
い
こ
と
」
で
す
。

マ
イ
バ
ッ
ク
や
マ
イ
ボ
ト
ル
を
活
用
し
、

ご
み
を
出
さ
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ご
み
量
の
う
ち
資
源
化
量
は

６
，
９
９
１
ト
ン
で
、
資
源
化
率
は

31
・
6
％
で
し
た
。
資
源
化
量
の
う
ち
、

古
紙
類
（
新
聞
紙
、
雑
誌
）、
金
属
類

な
ど
は
有
価
物
と
し
て
売
却
し
、
約

３
，５
０
０
万
円
の
歳
入
と
な
り
ま
し
た
。

　

環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
資
源
物
の
持

ち
去
り
を
防
止
す
る
た
め
、
今
後
も
パ

ト
ロ
ー
ル
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
追
跡
調
査

を
実
施
す
る
ほ
か
、
収
集
し
た
ご
み
を

適
正
に
処
理
し
、
資
源
の
有
効
活
用
に

努
め
ま
す
。

　

平
成
27
年
８
月
１
日
か
ら
使
用
済
小

型
家
電
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
が
市
内
８
か

所
の
公
共
施
設
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、「
ご
み
減
量
」
と
「
リ
サ

イ
ク
ル
の
た
め
の
ご
み
分
別
」
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
み
集
積
所
へ
の
ご
み
の
出
し
方
に

関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
ご
み

集
積
所
は
、
ご
み
捨
て
場
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
が
悪
い
と

集
積
所
近
く
の
人
が
迷
惑
し
ま
す
。
ご

み
を
出
す
際
は
、
次
の
点
な
ど
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

・
ご
み
分
別
の
ル
ー
ル
は
市
町
村
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
桶
川
市
の
分
別
の
ル
ー

ル
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
収
集
日
以
外
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

・
カ
ラ
ス
に
よ
る
被
害
を
減
ら
す
た
め
、

ご
み
袋
は
口
を
き
ち
ん
と
し
ば
っ
て
（
防

鳥
ネ
ッ
ト
が
あ
る
場
合
に
防
鳥
ネ
ッ
ト

の
中
に
）
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※１　古着・新聞紙・雑誌・段ボール・紙パック
※２　直接資源化量＋中間処理後再生利用量
※３　ごみ量（収集ごみ量＋直接搬入ごみ量）／（人口×３６５日)
※４　資源化量／ごみ排出量

燃
や
せ
る
ご
み

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

金
属
・
ガ
ラ
ス
・

乾
電
池

そ
の
他
ご
み

紙
製
の
容
器
と

包
装
紙

資
源
ご
み
※
１

粗
大
ご
み

合
計

う
ち
資
源
化
量

※
２

一
人
あ
た
り
の

ご
み
量
※
3

資
源
化
率
※
4

平成25年度 15,030 2,645 1,269 494 301 1,591 581 21,911 7,034 797 32.1 

平成26年度 15,195 2,673 1,201 427 301 1,683 622 22,102 6,991 811 31.6 

単位：t　　　単位：g　　　単位：% 

　

市
民
の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
た
め
に
、

学
習
機
会
の
情
報
を
ま
と
め
た
『
生
涯
学

習
ガ
イ
ド
』
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
公
共

施
設
（
公
民
館
・
図
書
館
な
ど
）
に
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
生
涯
学
習
文
化
財
課

生
涯
学
習
ガ
イ
ド
（
８
月
～
11
月
）

を
活
用
く
だ
さ
い

★ 交通事故統計 ★
─桶川市内の人身事故─

（毎年１月からの累計）

平成27年
５月末

平成26年
５月末

対前年
同月比

件　　数 134件 133件 １件

死　者　数 １人 ０人 １人

負傷者数 165人 166人 －１人

スマホより　自分の命を　見つめよう

市民税・県民税
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料

【第２期】

納期限…８月31日　
納付は期限内に！

今月の納期

新しい介護予防・日常生活支援総合事業

シリーズ　明日のあんしん　～高齢者の生活を支える～①

詳しくは至高齢介護課

　

桶
川
市
で
は
、
平
成
29
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
す
る
【
新
し

い
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
】
に
つ
い
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

　

全
国
的
に
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高

齢
者
と
な
る
平
成
37
年
に
は
、
桶
川
市
で
も
お
お
む
ね
３
人

に
１
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
な
る
見
通
し
で
す
。
国
で
は
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
人
生
を
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
在
宅
医
療
と
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
一
体
的
な
提
供
を
行
う
た
め
、
医
療
・
介
護
総
合
確
保
推

進
法
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
生
活
に
ど
う
か
か
わ
っ

て
く
る
の
か
、
高
齢
者
の
取
り
巻
く
制
度
や
取
組
み
な
ど
を

連
載
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

１
回
目
は
、
平
成
27
年
４
月
の
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ

り
創
設
さ
れ
た
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
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健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
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森
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情
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ま
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の
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市
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市
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言
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情
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テ
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シ
ョ
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健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

申
込
み
・
問
合
せ
詩
９
月
13
日
㈰
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
桶
川
消
防
署

☎
773
―
１
１
９
０
へ
。

　

例
年
、
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
管
内

に
お
け
る
火
災
の
出
火
原
因
で
「
放
火
」

お
よ
び
「
放
火
の
疑
い
」
が
上
位
を
占
め

て
い
ま
す
。
放
火
を
防
ぐ
た
め
に
、
放
火

さ
れ
に
く
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

○
環
境
チ
ェ
ッ
ク

　

建
物
の
周
り
や
敷
地
内
に
、
紙
類
や
廃

材
な
ど
燃
え
や
す
い
物
は
置
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
ご
み
出
し
チ
ェ
ッ
ク

　

ご
み
は
指
定
さ
れ
た
日
の
朝
に
出
し
、

夜
間
の
ご
み
置
き
場
に
は
ご
み
が
出
て
い

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
施
錠
チ
ェ
ッ
ク

　

空
き
家
、
物
置
な
ど
に
は
必
ず
施
錠
を

し
ま
し
ょ
う
。

○
車
両
チ
ェ
ッ
ク

・
車
、
バ
イ
ク
お
よ
び
自
転
車
に
ボ
デ
ィ

シ
ー
ト
を
掛
け
る
と
き
は
、
防
炎
製
品
を

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
転
車
や
バ
イ
ク
の
か
ご
や
荷
台
に
、

可
燃
物
を
置
い
た
ま
ま
に
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
空
き
地
チ
ェ
ッ
ク

　

空
き
地
の
繁
茂
な
枯
草
は
早
期
に
刈
り

取
り
、
ご
み
類
な
ど
も
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
詩
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
☎
048
―
597
―
２
０
０
４

放
火
防
止
の
対
策
を
！

８月 ●桶川市役所・教育委員会／緯７８６－３２１１　姉７８６－９８６６
●社会福祉協議会／緯７２８－２２２１　姉７２８－２３１３

　

県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、
県
内

在
住
の
交
通
遺
児
な
ど
を
対
象
に
、
援
護

一
時
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

※
「
交
通
遺
児
な
ど
」
と
は
、
18
歳
以
下

の
人
で
、
保
護
者
（
一
方
ま
た
は
双
方
）

が
交
通
事
故
（
陸
海
空
全
て
の
交
通
事
故

が
対
象
）
に
よ
り
、
死
亡
ま
た
は
重
い
障

害
を
負
っ
た
人
を
い
い
ま
す
。

　

給
付
対
象
者
▼
平
成
26
年
４
月
１
日
以

降
、
交
通
遺
児
な
ど
と
な
っ
た
県
内
在
住

の
18
歳
以
下
の
人

　

交
通
事
故
被
害
者
の
ご
家
族
へ
の

援
護
金
に
つ
い
て

　

給
付
額
（
子
ど
も
１
人
に
つ
き
）
▼

10
万
円
（
１
回
の
み
）

　

給
付
時
期
▼
10
月
ま
た
は
平
成
28
年
４

月
　

申
請
書
類
▼
安
心
安
全
課
お
よ
び
こ
ど

も
支
援
課
で
配
布
し
ま
す
。

　

提
出
期
限
▼

10
月
支
給
分
⇨
８
月
31
日
㈪
ま
で

平
成
28
年
４
月
支
給
分
⇨
平
成
28
年
２
月

29
日
㈪
ま
で

　

提
出
先
▼
み
ず
ほ
信
託
銀
行
㈱
浦
和
支

店
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
２
―
６
―

18
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
詩
県
防
犯
・
交
通
安
全
課

☎
830
―
２
９
５
８

　

内
容
▼
ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
で
作
る
Ｐ

Ｏ
Ｐ
、
広
告
、
チ
ラ
シ

　

と
き
▼
８
月
６
日
㈭
午
後
６
時
～
８
時

　

と
こ
ろ
▼
桶
川
市
商
工
会
館

　

定
員
▼
20
人
【
先
着
順
】

　

費
用
▼
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　

講
師
▼
株
式
会
社
ブ
レ
ー
ン
専
任
講
師

　

申
込
み
・
問
合
せ
詩
８
月
５
日
㈬
ま
で

に
、
桶
川
市
商
工
会
☎
786
―
０
９
０
３
へ
。

求
人
企
業
合
同
面
接
会

　

内
容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法
（
成
人
・
小

児
・
乳
児
）
お
よ
び
け
が
の
応
急
手
当
な

ど※
実
技
と
知
識
の
効
果
確
認
あ
り
。

※
修
了
時
に
修
了
証
を
交
付

　

と
き
▼
９
月
20
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
午
前
８
時
45
分
か
ら
受
付
）　　

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
を
受
講
し
た
人
は
、
午
前

10
時
～
午
後
５
時
（
午
前
９
時
50
分
ま
で

に
受
付
）

　

と
こ
ろ
▼
北
本
消
防
署
北
本
東
分
署

（
北
本
市
宮
内
７
―
240
）

　

定
員
▼
15
人
【
先
着
順
】

　

対
象
▼
桶
川
市
・
鴻
巣
市
・
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人

（
再
受
講
可
）

　

費
用
▼
無
料

　

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
、
昼
食
、
テ
キ
ス

ト
（
最
寄
り
の
消
防
署
で
配
布
し
ま
す
）

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
、
受
講
証
明
書

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
画
面
提
示
で
も
可
）

　

そ
の
他
▼
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習

の
受
講
が
で
き
ま
す
。
受
講
者
は
救
命
講

習
の
受
講
時
間
が
開
始
よ
り
１
時
間
免
除

さ
れ
ま
す
。
救
命
講
習
は
毎
月
行
っ
て
い

ま
す
。

上
級
救
命
講
習

募集種目 受付期間 応募資格 試験予定日

防衛大学校

推薦
９月５日㈯
～９日㈬【必着】

高卒（見込含）21歳未満
（高等学校長の推薦が必要） ９月26日㈯・27日㈰

総合 
選抜

高卒（見込含）21歳未満

★１次試験 
９月26日㈯　★２次試験有

一般 
(前期）

９月５日㈯
～30日㈬【必着】

★１次試験 
１１月７日㈯・８日㈰ 
★２次試験有

防衛医科大学校
★１次試験 
10月31日㈯・11月１日㈰
★２次試験有

防衛医科大学校 
看護学科学生 

（自衛官候補看護学生）
★１次試験 
10月17日㈯★２次試験有

☆自衛官募集☆

※年齢は平成28年４月１日現在　
問合せ 至 自衛隊さいたま地域事務所☎651－2420

相　　　　談 相談員 相　　談　　内　　容 と　　　き と　こ　ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

７日㈮・１４日㈮・２８日㈮　１４：00～１７：00　
２２日㈯ ９：00～１２：00
９月４日㈮・１１日㈮・２５日㈮
１４：00～１７：00　１９日㈯ ９：00～１２：00

仮設庁舎相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

６日㈭　＊次回は９月１0日㈭
１３：00～１６：00 仮設庁舎相談室

行 政 書 士 相 談 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

３日㈪　＊次回は９月１日㈫
１３：00～１６：00 仮設庁舎相談室

不動産相談（予約制） 宅地建物取
引 主 任 者 不動産の売買、賃貸借契約等についての相談 ２６日㈬

１３：00～１６：00 仮設庁舎相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談

２２日㈯
９：00～１２：00

仮設庁舎会議室201
電話可　緯７８６-３２１１

行 政 相 談 行政相談
委 員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

７日㈮　＊次回は９月４日㈮
１0：00～１２：00 仮設庁舎相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 仮設庁舎相談室

直通緯７８６-３４５0

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 仮設庁舎相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 １0日㈪・２４日㈪　１0：00～１６：00 仮設庁舎相談室

人権・男女共同
参画課人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・離婚問題・子どものいじめなど
の日常生活でお困りのことの相談

１１日㈫
９：00～１２：00 地域福祉活動センター3階

内 職 相 談 内 職
相 談 員

内職に関する相談・案内・ハローワークの
求人情報の閲覧

毎週水・金曜日（祝日を除く）
１0：00～１５：00

勤労福祉会館
直通緯７７３-１１２１（水・金曜日） 産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月・火・木・金曜日（祝日を除く）
１0：00～１５：３0（１２：00～１３：00を除く）

仮設庁舎2階
電話可　緯７８６-３２１１ 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

親や子どもからの、家庭・幼稚園・学校な
どでの悩みや子育ての相談

毎週火・木曜日（祝日を除く）
１0：00～１６：00

駅前子育て支援センター
直通緯７７７-７７0８ こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程

調整して決定
児童発達支援センター分室
緯７８７-５５６２

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
の相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９：00～１７：00

桶川市教育センター
直通緯７８６-３２３７ 学校支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
１３：00～１５：00

地域福祉活動センター
直通緯７２８-２３６９

社会福祉協議会
結 婚 相 談 民生委員 結婚を望む方の相談 毎週土曜日（祝日を除く）

１３：00～１５：00 地域福祉活動センター

埼玉県勤労者支援資金のご案内

○申込みに当たっての要件（県内居住、年齢、所得など）があります。
　申し込む前に県勤労者福祉課へ確認してください。
○申込み後の審査（中央労働金庫）の結果、ご希望に沿えない場合もあります。
○「チャレンジ応援資金」は、国の「教育訓練給付金」の支給対象者に限り
ます。
　申込み▶中央労働金庫上尾支店
　問合せ 至県勤労者福祉課☎830－4518

資　金　の　使　途 対　象 限度額 利　率
働くあなたの介護応援資金
扶養する親族の介護費用や介
護のための住宅改修費用など

勤労者 ２００
万円

年1.0％
（保証料別途
0.7％）

働くあなたの教育応援資金
扶養する子の小学校入学以降
に必要な教育費用（入学金、
授業料など）

勤労者 ２００
万円

年1.7％
（保証料別途
0.7％）

働くあなたの子育て応援資金
妊娠から小学校入学前までの
出産や育児に必要な費用

勤労者 ５０
万円

年1.0％
（保証料別途
0.7％）

チャレンジ応援資金
（キャリアアップ支援）
厚生労働大臣の指定する「教
育訓練給付金」対象講座の受
講費用

勤労者 ５０
万円

年1.7％
（保証料別途
0.7％）

チャレンジ応援資金
（再就職支援）
厚生労働大臣の指定する「教
育訓練給付金」対象講座の受
講費用

失業中
の人

５０
万円

年1.4％
（保証料別途
0.6％）

桶
川
市
商
工
会
Ⅰ
Ｔ
委
員
会
主
催

Ⅰ
Ｔ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

　

と
き
▼
８
月
21
日
㈮
午
後
１
時
～
４
時

（
受
付
は
正
午
～
午
後
３
時
30
分
）

　

と
こ
ろ
▼
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４
階

市
民
ホ
ー
ル
（
さ
い
た
ま
市
）

　

対
象
▼
平
成
28
年
３
月
に
大
学
・
短

大
・
専
門
学
校
な
ど
卒
業
予
定
者
（
１
～

３
年
以
内
の
既
卒
者
も
参
加
可
）

　

費
用
▼
無
料

　

申
込
み
▼
不
要

※
「
参
加
企
業
一
覧
」
を
来
場
者
全
員
に

配
布
し
ま
す
。
参
加
企
業
名
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
履
歴
書
を
複
数
枚
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
詩
県
雇
用
対
策
協
議
会
☎
647
―

４
１
８
５

17 162015. 8 2015. 8


